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ファイルを開くと毎回「編集画面」になります。「初期設定」タブをクリックします。



上部の4か所に入力します。学年（担当）を入れると、時数が確定します。



上部の4か所に入力します。学年（担当）を入れると、時数が確定します。



週番号を入力します。これは、授業がある週に番号をつける作業です。



学校の年間行事と時数が載っているエクセルファイルを指定します。



フォルダ階層は、エクスプローラーからコピペすると安心です。



ファイル名も正確に。拡張子（.xlsx）も入れます。



タブ名は、全角と半角の違いに気を付けてください。



月初めの日の、行事・授業時数・行事時数のセル（赤）の、列（オレンジ）と行（緑）を指定します。



予定表が何行おきに書かれているか、指定します。

０行おきの例

１行おきの例



「行事予定読込」ボタンを押してください。この作業は数分かかります。



「年間計画」タブに行事や時数が読み込まれます。ここは、自分で手入力することもできます。



計画された時数を読み込むことで、「初期設定」の週ごとの「日数計」（登校日の加算値）が確定します。

これにより、次の作業（単元の振り分け）ができるようになります。



次に、年間指導計画を作成します。この作業は省略しても結構です。



主要教科の単元名と時数を入力して、「単元を振り分け」ボタンを押すと・・・。

※教科書会社のホームページからダウンロードできることが多い。



下に、その週に進むべき単元を、登校日数に合わせて表示します（印刷可）。さらに、



「編集画面」のコピーボタンで、それを反映できるようになります。



ここまで見ていただき、ありがとうございました。

電子週案は、教職員の校務を軽減したいという考えで発展させてきました。

なるべく多くの学校で、多くの先生に使っていただけると、大変うれしいです。

使いにくいところやほしい機能など、気兼ねなく教えてください。

願わくは、皆さんの事務作業時間が減り、大切なことに時間が使えることを。
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